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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、文部科学省の「児童生徒のコミュニケーション能力向上事業」の推進と、
今般の「創作ダンス」離れに歯止めをかけることである。この目的を達成するために、「んまつーポス」(研究協力者)
と連携・協力し、大学の附属学校を含む12校で、体育に位置付けた実践に取り組んだ。また、それらの成果を、写真集
『こどもたちはこうしてコミュニケーション能力を育んだ~芸術家・ゆさぶる・こども~』にまとめた。 さらに、「子
供の貧困と芸術教育」から、「浴びるような芸術表現体験」(12 回)を極小規模校で仕組み、リーフレット『こうして
わたしたち鏡洲小15人のコミュニケーション能力は向上した』 にまとめた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to promote the Ministry of Education, Culture, 
Sports, Science, and Technology's "Project to improve the communication skills of children and students" 
and to curb recent trends away from "creative dance." To this end, work was carried out on practical 
positioning in the physical education programs of 12 schools (which include university affiliated 
schools) with the collaboration and cooperation of "namstrops" (research collaborators). The results were 
then summarized in a report titled, "Children cultivated communication skills thus: artists, shaking, and 
children." Additionally, from "child poverty and art education," an "immersive artistic expression 
experience" was set up (12 times) at very small-scale schools and summarized in a leaflet titled, "This 
is the way the 15 of us at Kagamizu elementary school improved our communication skills."

研究分野： 舞踊教育

キーワード： 芸術表現体験　創作ダンス　コミュニケーション能力の向上　芸術家の派遣事業　ワークショップ型の
授業　複数の指導者による効果的な授業の在り方　大学の活用　子どもの貧困
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1．研究開始当初の背景 
 本研究は，日本の舞踊教育に根強く存在す
る問題（後述）が研究動機の発端となってい
るが，研究着手のきっかけは，芸術家等の雇
用促進を図る文部科学省の新事業「児童生徒
のコミュニケーション能力の育成に資する
芸術表現体験」（以下，「新事業」という．）
の特色―演劇やダンスに特化した事業であ
ること，芸術家と教員が連携して国語，体育，
総合的な学習の時間などの授業に効果的に
結び付けたワークショップ型の授業を実施
すること―である．そこで，体育や保健体育
に位置付けたダンスによる取組の推進・普及
を図り，その結果として今般の学校現場にお
ける「創作ダンス」（小学校は「表現遊び」
「表現」．以下，「創作ダンス」という．）
離れに歯止めをかけたいと考えた．これが本
研究の動機である． 
 
2．研究の目的 

芸術家等による実技指導等を内容とする 
新事業の実施に対し，表現運動及びダンス
（以下，「学校ダンス」という．）は，何を
求め，どのように対応すべきか．これらを明
らかにするために，以下の 3 つの課題を設定
し，研究期間内に解決・報告する． 
 ○ 学校及び学校ダンスは，アート NPO 法 
   人や芸術家に何を求め，それらとどの 
   ような関係性を構築できるか． 
 ○ 学校ダンスは，教育委員会や学校，そ 
   して教員に何を求めるべきであり，そ 
   のための手立てをどのように構築すべ 
   きか． 
  ○ 初等教育と中等教育を一貫して捉えた 
     学校ダンス（教育方法）の再構築～社 
     会や文化は，学校ダンスに何を求めて 
     いるのか～． 

 
3．研究の方法 
（1）本研究は，3 つの研究目的（前述）を達
成するために，研究期間を，当初の 3 年から
4 年に延長し，8 つのプログラム（後述）を
計画・実施した． 
（2）計画・実施したプログラム 
① 新事業の実施．ただし 2 年目からは，原 
  則としてプログラム⑤を受講した教員 
  が所属する学校で実施する． 
② 芸術家等の実技披露を収録した映像教 
  材の作成及び活用． 
③ 派遣を希望する芸術家等を対象とした 
  勉強会の企画・開催． 
④ 学校のニーズと派遣芸術家ができるこ 
  とを効果的・円滑にマッチングさせるた 
  めのシステムの構築． 
⑤ 教員を対象とした研修会（芸術家等と交 
  渉する力量や，派遣芸術家の実技指導を 
  指導計画に位置付けることができる授 
  業力を培う）の企画・実施． 
⑥ MIYAZAKI C-DANCE CENTER（以下， 
  「アート NPO」という．）を中心とし  

  た地域（芸術家等・学校・教育委員会・ 
  文化ホール，等）の関係づくり 
⑦ 教員のためのダンス公演の企画・実施 
⑧ リーフレットの作成・配布 
※ ①②③⑤⑦は初年度から，④⑥は 2 年目

から，⑧は 3年目から実施． 
（3）それぞれのプログラムの活動観察やイ
ンタビュー，事後の質問紙による内省調査等
から，本研究の成果及び課題を検証・考察し，
研究成果を，当該分野と関係する複数の学会，
研究会等で発表・報告した．地域に対しては
リーフレット（2 種）に加えて写真集を作成
し，新事業の推進・普及のために活用した． 
 
4．研究成果 

本研究の特色・独創的な点は，芸術家等 
の雇用促進を目的の一つとする新事業の革
新性に注目し，舞踊教育が抱えてきた問題—
ダンスは体育か芸術か―を解決しようとし
た点である．具体的には，学校と芸術家（振
付家・ダンサー），NPO 法人等が，学校ダ
ンスの現状を共有し，それぞれの思いや期待
を擦り合わせる中で，共にダンスの未来を探
ろうとした点である． 
 本研究の協力校は，パイロット的に取り組
んだ平成 23 年度は 2 校，研究初年度の平成
24 年度は 3 校，平成 25 年度は 4 校，平成 26
年度と平成 27年度はそれぞれ 7校である（の
べ数）．その内訳は，小学校 4 校，中学校 2
校，小中一貫校 2 校，高校 1 校，特別支援学
校 2 校であり，中でも特別支援学校が研究協
力校に加わったことで，新事業及びダンスの
取組が，学校種に関わりなくコミュニケーシ
ョン能力の育成に効果があることを実証す
ることができた． 
（1）研究成果のその一は，プログラム④ 
と⑥である．アート NPO が「企画・運営」
し，教科教育の大学教員で構成する「プロジ
ェクト評価委員会」（窓口は，宮崎大学教育
文化学部附属教育協働開発センター）が「評
価」し，宮崎県教育委員会（窓口は学校政策
課）が「監督」する新組織を立ち上げた．こ
れにより，アート NPO が発掘・推薦する派
遣芸術家等を評価委員会が審査・承認したり，
授業アドバイザー（教科専門の大学教員）が
複数の指導者によるワークショップ型の授
業づくりに参加し，その成果を評価委員会に
報告したり，教育フォーラムを通して外部評
価を受けたり等が可能となった． 
 さらに，新組織及びその機能が文部科学省
に評価され，アート NPO が新事業のコーデ
ィネート委託団体に採択となった（平成 25・
26・27 年度）．それにより，先進的な授業
研究に取り組む大学の附属学校（中央と地方）
における比較研究が可能となり，その成果を
まとめた写真集『こどもたちはこうしてコミ
ュニケーション能力を育んだ〜芸術家・ゆさ
ぶる・こども〜』を作成することができた． 
（2）研究成果のその二は，プログラム⑤ 
と⑦である．宮崎県教育委員会等と連携・協
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言語活動が活性化したりする様子を
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（4）研究成果の総括 
 ダンスで新事業の普及を図るということ
は社会や文化の要請に応えるということで
あり，それは，これまでは体育の学習内容で
あり目的であった学校ダンスが，コミュニケ
ーション能力の育成に資する手段になるこ
とを推進することである．しかし，敢えて手
段であることを受け入れることで，ダンスを
体育で取り扱う意味―体育科の領域であり
続けながら，音楽や図工・美術と共に芸術教
育の一翼を担う―が明確となり，逆に創作ダ
ンスや鑑賞学習に興味・関心を示す学校や教
員が増加した．また，学校ダンスが取り扱う
内容についても，芸術教科にある「鑑賞」が
加わり，それが当然の成り行きとして受け入
れられるようになった． 
 さらに，ダンスで新事業の普及を図るとい
うことは，作品を創り上げるダンスや振付
家・ダンサーが子供たちの身近な存在になっ
たり，それが将来の観客層の育成＝ダンスの
未来につながったり等，ダンスにとっても意
味のある事業であることが示唆された． 
（5）最後に，子供たちの自由記述の中から，
ダンスによる取組ならではと言える感想（抜
粋）を示す． 
 
① 4 時間目に，んまつーポスの人たちがダ 
  ンスをたくさん踊りました．しかもかか  
  えこみジャンプを体育館でふつうにか 
  かとをつけてやっていたので，「やば 
  っ！」「すごっ！」と思いました．ぼく 
  は，たいそうをやめて，テニスを習い始 
  めました．（小 4 男子） 
② 今日は，きのう創ったダンスを撮影しま 
  した．まず，場所を決めました・・・撮 
  影では 3回ぐらいみんなで踊るところが 
  あるので，けっこうあわただしかったで 
  す．とても暑くて，つかれたけれども， 
  いそがしいってなんか楽しいなあと思 
  いました．（小 4 女子） 
③ 自分で考えて行動することで，こうして 
  記憶にも残っています．（中 3 男子） 
④ ダンスを芸術として捉えることは私に 
  は初めての体験でした．（中 3 女子） 
⑤ 私のかたい頭をやわらかくしてくれま 
  した．（中 3 女子） 
⑥ 見たり，動いたり，相談したりしなが 
  ら進んでいく授業は，私の中では新しい 
  授業というイメージでした．（中 3女子） 
⑦ 今回は感想ではなく価値を決めろ（批 
  評）と言われたので，悩んだ部分がかな 
  りあります．（中 3 男子） 
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